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１．はじめに
　King Richard IIは、繊細で手の込んだ、二項対立から成る様式化された劇であり、
Shakespeare後期の作品に移行する要素を含んだ奥深い作品である。Shakespeareは、1399年に
Richard ２世が廃位されてから1400年にRichardが殺害されるまでの晩年の２年間をこの作品で
扱っている。Richardは、アイルランド遠征からの帰国後、臣下や庶民の反感を買い、バーク
リー城の前で次々と戦況が不利になっていくのを漸く悟ると、フリント城へ行き、そこで思いや
つれて死を迎えようと口にして、自らの死生観を述べていく。また、その後ウエストミンスター
大会堂へ移送されたRichardは王位・王冠譲渡の儀式を自ら執り行い、死生観を展開する。King 
Richard IIは、廃位を余儀なくされたRichardが、王であるがゆえに、廃位とともに、自らの名、
：
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身分、自分自身でさえも失っていき、どうにもならない状況を死生観の表象として、自作自演で
演じていく作品である。Richardに苦言を呈していたGauntも老齢と息子Bulingbrookを追放され
た悲しみゆえに、死を目前にして自らの死生観や国への思いを述べている。この作品には、死を
目前にして、またその前段階として追放に関わる苦境から、死生観の表象が見られる。こうした
死生観には、当時の思想、宗教観、政治理念や信念が表現されており、興味深い。このような死
生観、または死生学は、登場人物の生き方、在り方、ふるまい方、または演じ方とも重なってい
る。廃位される王Richardは自らの死生観を一人芝居することで表現しているが、それは何のた
めで、どのような効果や特徴があるのか。王が仮想世界で一人芝居を展開していくことから、王
権、政体、メタシアター的要素についても考察してゆきたい。劇作品King Richard IIに表象さ
れた死生観のイメジャリー、死生学の台詞を通して、この作品の構造、作者の思想、ドラマツル
ギーを探るのが本稿の目的である。
２．Mowbray、Gaunt、York、Gloucester公爵夫人たちの死生観
　Richard とBulingbrookは二項対立を軸に、陰陽の関係のように相補しつつ、プロットが進ん
でいく。Richardを中心に、死生観に関連するプロットから、廷臣たちの死生観のイメジャリー
と台詞を見ていくことにする。Mowbrayの重刑の背後には、Richardが王位を追われることにな
る契機や秘密が隠されているような描かれ方となっているため、Bulingbrookよりも重い終身国
外追放を言い渡されたMowbrayの死生観はどのようなもので、それはAntonyの死生観と違いが
あるのか。さらに、何故Mowbrayがこのような重い刑から死に至るようになったのかについて
も考察したい。
　まず、BulingbrookがMowbrayを告訴し、コヴェントリーの試合場でいざ決闘との段階になる
と、２人ともRichardから突然国外追放を言い渡される。これに対してMowbrayは恨みがましく、
国外追放という痛手よりはるかに立派な恩賞をいただけるに値する身だと思っていたと述べ、次
のように自らの重い宣告を嘆いている。
Within my mouth you have engaoled my tongue,
Doubly portculised with my teeth and lips,
And dul unfeeling barren ignorance
Is made my gaoler to attend on me.
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I am too old to fawn upon a nurse,
Too far in years to be a pupil now.
What is thy sentence then but speechless death,
Which robs my tongue from breathing native breath?
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
Then thus I turn me from my country’s light
To dwel in solemn shades of endless night. （1. 3. 166－77）１
Mowbrayは、陛下は自分の舌を口の中に幽閉した上で、歯と唇の二重の格子戸をもって閉ざし
てしまい、これからは押し黙った無感覚な無知のみが、自分の身のまわりに控える牢番となって
しまったと述べていて、背後にある重い秘密をさらに二重に封印しなければならないMowbray
の重苦しさが暗示され、Gloucester殺し口封じのニュアンスが語られている。Mowbrayは国外追
放により母国語を吐く息が奪われたことによって無言の死が宣告されたことを強調している。
Mowbrayの死のイメージは無言の死、不名誉、はてしない無明の暗黒への旅立ちのイメージで
捉えることができる。国外追放を言い渡された時のMowbrayの落胆は、無間地獄でうごめく
Macbethの死のイメージに類似してはいるが、Mowbrayは自らの戦いによって武功をたて、こ
だわっていた不名誉を克服する。２ 劇の後半でMowbrayの死が語られるが、追放されたNorfolk
公はキリストのために十字の旗を翻し、何度となく邪教徒相手にキリスト教国の栄光を守るため
に戦い、赫赫たる戦功をあげ、ヴェニスにて清らかな魂を主キリストの御手に捧げたことが
Carlisle司教より語られる。Mowbrayは王命により、Gloucester殺しに主体的に関わってしまっ
たが、最期は自らの闇に対して、Antonyのように勇猛果敢に戦うことによって功績をあげ、彼
が一番欲していた名誉を得る。Mowbrayは死生観について次のように述べている。３
Mine honour is my life, both grow in one.
Take honour from me and my life is done.
Then, dear my liege, mine honour let me try.
In that I live, and for that wil I die.
 （1. 1. 182－85） 
 
Mowbrayの死生観または人生観は、名誉に生き、名誉こそ命で、そのために生死をかけると彼
が述べているように、宗教観は違うが名誉は死後も生き残るというAntonyの死生観に類似して
いると言える。Macbethは、夫人の言葉にそそのかされ、Mowbrayは王Richardへの忠心により、
それぞれ王侯殺人に手をそめる。Macbethは、夫人の求める男らしさの概念に説得され、道なら
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ぬ国王弑逆に手をそめてから、無間地獄に堕ちていき、眠りを失い、転落の人生を歩んでゆく。
一方MowbrayはGloucester殺人に際しては、おそらく断れない立場にあったと考えられるが、突
然かつ永遠の国外追放を無言の死ととらえ、現実を直視することで、キリストの十字の旗を掲げ、
異教徒相手に戦場で功績をあげ、名誉ある死を成就する。このことにより、劇後半では、
Bulingbrookより敵ではあったが、許され名誉を回復し、名声を得た点において、Antonyの歴史
に名を残すことにこだわった死生観と類似していると言えよう。
　ここでRichardを取り巻く政治的問題となっているGloucester殺しについて触れなくてはならな
いが、何故、Mowbrayには、生涯国外追放という重い罰が科せられてしまったのか。
BulingbrookとMowbray追放の背景には、Richardの叔父Gloucester殺しにRichardが黒幕として
関わり、Mowbrayが王にそそのかされて、Calais牢獄の監督下において、実際には手を下した背
景が第１幕第２場のGauntとGloucester夫人との会話でも明らかになり、また、王自らが
BulingbrookとMowbrayの傲慢不遜が国内の平和を乱したのでこの２人を国外追放にすると言っ
ているが、何故、彼らの傲慢不遜がイギリスの平和を乱すのかを考えれば、そこに王Richardの
気の弱さと、政権における弱みが浮かび上がってくると言えよう。Gloucester暗殺において、同
族の血を流した黒幕はRichardであり、それをMowbrayに示唆したという考えはShakespeareの
時代に一般的に支持されていた。4 王Richardは神の決定でもある決闘でMowbrayが戦勝すれば、
彼に叔父殺しという弱みを握られて政権運営もしづらく、何かと不都合であり、脅迫や政治干渉
に巻き込まれないとも言えない。他方、庶民にも人気があり、目障りなBulingbrookが勝てば、
さらに同族殺しの罪という弱みだけでなく、やがて王位も追われかねない予感を、劇の初めにお
いて既に感じていて、故に2人とも王にとっては、目障りな国外追放の対象だったと考えられる。
　Richardよりも先に死を迎えるのは、Gloucester夫人とGauntである。Gloucester夫人は、夫の
仇を取ってほしいと次のようにGauntに訴えつつ、彼女の死生観を述べる。
　　　　　　　　　　　　Thou dost consent
In some large measure to thy father’s death
In that thou seest thy wretched brother die,
Who was the model of thy father’s life
Cal it not patience, Gaunt. It is despair.
 （1. 2. 25－29）
Gloucester夫人は復讐できない状態を、忍耐ではなく絶望であると言い、卑賎な物の場合は、そ
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れを忍耐と呼んでも、貴族の場合は臆病であると続け、Gloucesterの死に復讐するのが最善の策
であると主張するが、Gauntが動いてくれないため、絶望して死に至る。彼女の死のイメージは
寂しく、打ちひしがれたものであり、まるでKierkegaardの述べるように、絶望から死に至るも
のである。彼女はGauntに説得されたように、全ての思いを神の手に委ねて、悲しみを友として
生き、涙に曇る目で、Gauntに最後の別れをして寂しい思いを抱え、家路につき、やがて死を迎
える。
　Gauntは、夫人からGloucesterの復讐を依頼されると、神の代理人に怒りの腕を振り上げるこ
とはできないとして、神の代理人が不正をしているのであれば、天が復讐してくださると考えて
いる。Gauntは今際の際に、その心境について“Methinks I am a prophet new inspired, / And 
thus expiring do foretel of him.”（2. 1. 31－32）と弟のYorkに語っている。Gauntは、死にゆく
者の言葉は荘厳な音楽のように、人の耳を傾けさせずにはおかぬと考えており、彼の死生観を表
している。人の臨終はそれまでの全生涯よりも注目を浴びるもので、最後の姿こそ長い過去の何
よりも記憶に長く残るものだから、王に死にゆく前に意見しておきたいと述べている。死生観は
その人の生き様が現れるものであるが、Gauntは新たな霊感を得た預言者のように、全てをそぎ
落として次のように真実が見える。
This royal throne of kings, this sceptred isle,
This earth of majesty, this seat of Mars,
This other Eden, demi－paradise, 
This fortress built by Nature for herself
Against infection and the hand of war,
This happy breed of men, this little world,
This precious stone set in the silver sea
Which serves it in the ofice of a wal
Or as a moat defensive to a house
Against the envy of less happier lands,
This blessèd plot, this earth, this realm, this England,
This nurse, this teeming womb of royal kings
Fared by their breed and famous by their birth,
Renownèd for their deeds as far from home
For Christian service and true chivalry
As is the sepulchre in stubborn Jewry
Of the world’s ransom, blessèd Mary’s son,
This land of such dear souls, this dear, dear land,
Dear for her reputation through the world, 
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Is now leased out, I die pronouncing it,
Like to a tenement or pelting farm.
England, bound in with the triumphant sea
Whose rocky shore beats back the envious siege
Of watery Neptune, is now bound in with shame,
With inky blots and rotten parchment bonds,
That England that was wont to conquer others
Hath made a shameful conquest of itself.
Ah, would the scandal vanish with my life,
How happy then were my ensuing death!
 （2. 1. 40－68）
Gauntは死に臨んで、祝福された地であったイングランドが、その種族ゆえに恐れられ、その血
統ゆえに名高く、この世の救い主、聖母マリアの御子の墓を取り戻さんとして、キリストの教え
のため、真の騎士道のために戦い、はるか海外にまで勇名をはせた尊い王たちを生み育てたこの
国が、貧しい小作農か何かのように貸し出されて、腐った羊皮紙に契約で縛られている様を憂い
ている。Gauntは国のこの惨状を、自身の死に出の旅立ちとして、この汚名を背負って、汚名が
自身の命とともに消えてくれるなら、どんなに幸せな思いであの世に去っていけることかと祈っ
ている。ここには明らかに、救い主の贖いのイメージが示唆され、Gauntを神聖化する台詞と
なっている。さらに、彼は十字軍についても言及しており、それは劇の最後にBulingbrookが
Richard殺害の自身の贖いとして言及する十字軍遠征への思いへの伏線ともなっていると言えよ
う。
　Gauntは今際の際で自らの死生観を踏まえ、Richardに対して、国の少ない財源を補うために、
国土を貸し出している惨状を、Richardは王ではなく、地主にすぎないと苦言を呈し、Richardの
Gloucester殺しや自身へのひどい仕打ちに対しても言及し、Edward３世が、孫がご自分の息子
を滅ぼすと見抜いていたら王位に就く前に廃しておられただろうと批判し、Richardの罪過が廃
位に値するほどのものであることをほのめかしている。Gloucesterに関してGauntは“My 
brother Gloucester, plain wel－meaning soul, / Whom fair befal in heaven ’mongst happy 
souls,”（2. 1. 128－29）と述べ、亡き人の天上における幸せなイメージを想起し、辛い現世より
もあの世の方が幸せであるという中世的な死生観を表している。GauntはRichardに対して
“Live in thy shame, but die not shame with thee. / These words hereafter thy tormentors 
be.”（2. 1. 135－36）と述べ、Richard自身も政体も瀕死の状態であることを先見性に満ちた台詞
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で預言している。Gloucester殺しに対して、Richardは反論せず、イギリス正当の国王たる威厳に
かけて、相手がEdward王の息子の弟でなければ、斬首されたはずと述べている。Yorkは、この
一連の対話の後で、Gauntが息を引き取ると、“York the next that must be bankrupt so, / 
Though death be poor it ends a mortal woe.”（2. 1. 151－52）と述べ、日和見的なYorkは生死に
ついて経済用語を使って表現しているが、死はいくら貧しくとも、この世の苦しみを断ってくれ
るという中世的価値観を示している。
３．Richardの失策と王妃
　Shakespeareの劇においては比較的大事な情報が劇の初めの部分で提示されることが多い。
Richardの気の変わりやすさに加えて、政治的不手際が、この作品でも幕開き直ぐに提示され、
BulingbrookとMowbrayへの決闘中止のみならず、大事な事件が見え隠れしており、さらに
Richardの失策も示されている。
　まず、第１幕第１場でBulingbrookがMowbrayを公金横領とGloucester暗殺の首謀者として告
発したことに対して、Mowbrayがその弁明をする件がある。Mowbrayは兵士に分かつ貸出金の
名目で、受け取った金貨8000枚の４分の３は兵士に分かち与えたが、残り2000枚を王に貸した分
の残額として陛下に許しを得て手元にとどめたと反論している。これに対してRichardは何も述
べていないことから、兵士に渡るべき金貨の４分の１を王が許可しMowbrayに渡し、自分の借
金の形にしていることがわかる。その他にもGauntがRichardに苦言を呈しているように、王は
不足している国庫を補うために、国土を貴族に貸し出し、Wiltshire伯にいたっては王領を歩合で
借りていることが噂されている。王は法律用語を使い、空白のままの指令書に裕福な者を見つけ
ては多額の金額を記入させる「調達許可書」や「強制納入制度」など日ごとに新しい税金の取り
立てを工夫し、平民には重税を課して身ぐるみ剝ぎ取るため民心を失い、貴族たちには大昔の紛
争を持ち出して裕福な者を見つけ次第罰金を取り立てるので貴族の心も失っている様子が第２幕
第１場で廷臣たちに語られている。５ さらに、王は阿諛追従の徒にひきまわされる人形同然の矮
小化した存在で、取り巻きの貴族を重視し、浪費し放題で、彼らが王にあることないこと告げ口
すれば、王はたちまちそれを取り上げ、子供や世継ぎまでも厳しく処刑することも語られ、恥辱
と破滅が王の頭上に落ちかかり、不法なまでに重税したにもかかわらず、アイルランド征伐の戦
費を調達できない切迫した経済情勢が取り上げられている。つまり、Richardはプランタジネッ
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ト朝最後の中世期の王であるが、政治が中央集権化してきており、時代的にはルネッサンス的な
視点が入ってきていることが作品の中では表象されている。それに加えて、庶民レベルでも貴族
階級レベルでもRichardの無策に対する憤りが示されている。Northumberlandは“Wars hath 
not wasted it, for warred he hath not, / But basely yielded upon compromise / That which 
his ancestors achieved with blows.”（2. 1. 252－54）と述べ、お金は戦のために使われているの
ではなく、王は戦争されたことなどなく、先祖の武勇によって勝ち取られ譲られたものを妥協に
よって敵に引き渡しただけであることを述べているが、Richardの政治的経済的基盤は、彼が頑
なに信じている王権神授説と長兄系統の相続による正当な王としての誇りであり、その経済的基
盤は脆弱なものとなっている。Richardの即位についても、祖父のEdward３世から孫のRichard 
２世へと王位が長子相続を血族関係の近さよりも優先させて継承された最初にして特異な例とし
て、Shakespeareはこの即位の特異性に気づいていたとEdna Zwick Borisは述べている。６
　Coppélia KahnはShakespeareが歴史を使って息子が父のアイデンティティーを継承するとい
う家父長制社会の直系世襲原則を検証し、歴史用語の中で家父長社会の法的権限や権威に取りつ
かれている状況を強調することで中世後期の社会を独自の鏡に投影していると述べている。７ し
かし、この作品の中に投影されているのは、中世後期の理念だけでなく、当時のエリザベス朝お
よびジェームズ朝のルネッサンス期の理念や社会状況でもあると言える上に、廃位の場が増補さ
れた第4四折版が出版されたのは1608年である。また、Bulingbrookが父のアイデンティティーを
継承しているのに対して、Richardは父であるEdward黒皇太子を超えられない弱さを抱えている
のではないかと考えられる。
　Richardの気の弱さや変わりやすさ、自分の言葉やパフォーマンスに専心する性質は、決闘を
中止したかったのに臣下を説得できなかったことや、とりあえず決闘の期日を指定して、延期し
た決闘が始まるところで職杖を投げ、突然中止し、決闘者の２人を国外追放せざるをえなかった
ことにも見て取れよう。さらに、Mowbrayが永遠の追放を言い渡されて退場すると、懸念が１
つなくなり安堵したのか、Gauntの悲しそうな顔を見て Bulingbrookの追放の刑を10年から４年
軽減するという失策を演じてしまうことにある。これによって、Bulingbrookの運命は大きく変
わり、状況の好転だけでなく、たった一言に込められた王の言葉の重みをBulingbrookに実感さ
せてしまう。ほんの少しの気まぐれが王の運命を変えてしまうように、10年から６年への国外追
放の軽減における失策の意味は重い。
　これに加えて、Richardは叔父Gauntが亡くなると、“The ripest fruit first fals, and so doth 
he［Gaunt］.”（2. 1. 153）と言い、アイルランド征伐のため、Gauntが所有していた金銀の皿類か
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ら貨幣、その他動産の一切、歳入のすべてを没収してしまうのだが、自らが口にした「熟した果
実がまず落ちる」という台詞の次の者は皮肉にもRichardであるかもしれないほど、この決定は
尾を引くことになる。Yorkはこれに対して苦言を呈しているが、Richardは自らが世襲の長兄系
列を重視した血筋によって特例的に王位に就き、すべての権力を掌握してきたのに、従弟
Bulingbrookの世襲の権利を剥奪し、当然受け継ぐべき財産の相続を無効にしたことは、貴族間
の反感を買い、Richardの立場を微妙なものにしてゆく。KahnはRichardがBulingbrookの父親か
らの権利を否定することは、Richardの統治権として父系の権利を危うくすると述べている。８ 
Catherine Belseyも称号の実質性を支える地上の唯一の権力は相続法であるが、Richardは
Bulingbrookの称号を奪うことによってこれを破っていると述べている。９ Northumberlandは
“Even through the holow eyes of death / I spy life peering, but I dare not say / How near 
the tidings of our comfort is.”（2. 1. 270－72）と言い、Bulingbrookの帰還を知らせ、新しい胎動
が起こってくる。これはNorthumberlandの死生観でもあるが、死の髑髏のうつろな目から生が
のぞいているというのは、ルネサンス的な死生観でもあり、まさに芝居のテーマにとって重要な
劇の転換点への予示となっている。Richardの失策に対して反感を持つ貴族の反旗と相続の権利
を奪われたBulingbrookの帰還により、プロットはこの時点から急展開してゆくが、その悲しみ
の影を直観している人物は王妃である。王妃はRichardの悲しみの産婆役として、先見性のある
台詞を述べるが、王妃の物の見方、死生観とはどのようなものなのか。
　Richardがアイルランド出征後第２幕第２場で、王妃は何とも表現できない悲しみにふさいで
いる。王妃はBushyとその悲しみについて、次のように論じている。
BUSHY Each substance of a grief hath twenty shadows
 Which shows like grief itself but is not so,
 For sorrow’s eye, glazèd with blinding tears, 
 Divides one thing entire to many objects,
 Like perspectives, which rightly gazed upon
 Show nothing but confusion; eyed awry
 Distinguish form. So your sweet majesty,
 Looking awry upon your lord’s departure,
 Find shapes of grief more than himself to wail.
 Which, looked on as it is, is naught but shadows
 Of what it is not. Then, thrice－gracious queen, 
 More than your lord’s departure weep not. More’s not seen,
 Or if it be ’tis with false sorrow’s eye
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 Which for things true weeps things imaginary.
QUEEN It may be so, but yet my inward soul
 Persuades me it is otherwise. Howe’er it be
 I cannot but be sad, so heavy sad
 As, though on thinking on no thought I think,
 Makes me with heavy nothing faint and shrink.
BUSHY ’Tis nothing but concert, my gracious lady. 
QUEEN ’Tis nothing less. Conceit is stil derived
 From some forefather grief. Mine is not so,
 For nothing hath begot my something grief,
 Or something hath the nothing that I grieve.
 ’Tis in reversion that I do possess,
 But what it is that is not yet known what
 I cannot name; ’tis nameless woe I wot.　（2. 2. 14－40）
Bushyの言う“perspectives”（l. 18）は、ここではいわゆるだまし絵のようなものであるが、
正面から見ると何１つまともに映らないのに、斜めから見るとはっきりとものの形が現れるこの
魔法の鏡を使って、Bushyは王妃が実際にはありはしない悲しみの幻影を見ていると、たとえ見
えても、虚像であり、空なるもののために涙を流してはいけないと主張する。10 この
“perspectives”は、後にRichardが退位に際して所望する鏡の伏線になっている。これに対して、
王妃は、彼女の胸の奥底の魂がBushyの言うようなものではないと否定し、あまりにも重い空な
るものにふさがれて勇気を失い、息もとまるほどで、あるものが王妃の悲しむ空なるものを生み、
それはやがて、本物となって、彼女のものとなり、何と呼べばよいかわからないが、名前のない
苦しみに過ぎないと主張する。そしてGreenによって、Bulingbrookが反旗を翻して帰還し、有
力貴族も彼のもとへ終結していることが告げられると、まさに彼女が直観していたように、重い
悲しみが本物となり、以降Richard没落の予兆となる。
BUSHY Despair not, madam.
QUEEN　　　　　　　　　 Who shal hinder me?
 I wil despair, and be at enmity
 With cozening hope. He is a flatterer,
 A parasite, a keeper－back of death
 Who gently would dissolve the bands of life
 Which false hope lingers in extremity.　（2. 2. 67－72）
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王妃は、この世の甘い希望を遠ざけ、悲しみの現実を直視しようとする。死から人を遠ざけるお
べっか使いの希望よりも、優しく命の絆を解いてくれる絶望を王妃は望み、あの世での楽園を夢
見る中世的死生観を展開している。王妃の死生観は現世での辛さよりも、死後の世界での幸福を
望む中世キリスト教的価値観であると考えられる。これにYorkが追い打ちをかけるように、
“Comfort’s in heaven and we are on the earth / Where nothing lives but crosses, cares and 
grief.”（2. 2. 78－79）と述べ、慰めは天にあり、地上には、ただ不幸と苦労と悲嘆あるのみと、
同様の中世的死生観を示し、王妃のこの世の悲しみを強調している。
４．廃位への道と死生観の変容
　BulingbrookがRichardの廷臣、Green とBushyを捕らえると、Bushyは“More welcome is 
the stroke of death to me / Than Bulingbrook to England. Lords, farewel.”（3. 1. 31－32）と潔
く死刑執行に臨み、Greenも“My comfort is that heaven wil take our souls / And plague 
injustice with the pains of hel.”（3. 1. 33－34）と述べ、死後彼らの魂は天に迎え入れられ、不正
の輩には地獄の責め苦を天は課せられると思うことで心が慰められると、死後魂が天上にあると
思うことで慰めを得る中世的観点を示している。
　Richardはアイルランドから帰還し、再びイングランドの国土を踏むと、大地に手を触れてあ
いさつを送り、国土に王の敵を呪うように祈願する。これに対してCarlisle司教は陛下を王とし
た天のみ力には王として守ってくれる力もあるはずなので、天が与えた機会を逃してはならず、
それを怠れば、天恵、天佑神助の機会を自ら投げ打つことになると、Richardに戦いを示唆する。
この時点でRichardは“The breath of worldly men cannot depose / The deputy elected by the 
Lord.”（3. 2. 56－57）と、王権神授説を固く信じているが、同時に議論によって王が廃位され、
選ばれる可能性にも言及している。11 後に庭師も浪費しすぎた王の廃位と民主国家での政治の平
等 性 に つ い て“Cut of the heads of too－fast－growing sprays / That look too lofty in our 
commonwealth. / Al must be even in our government.”（3. 4. 34－36）と述べている。続いて、
Salisburyがこの場に登場し、絶望と時をキーワードに、王の帰国が１日遅すぎたこと、傭兵で
あるウェールズ軍は陛下のご逝去の噂を聞くと解散し、Bulingbrookのもとに走ってしまったこ
とを報告する。これにより、Richardの軍力は傭兵による脆弱なものであることが経済的基盤の
弱さともに確認される。王はこの報告にすっかり弱気になるが、Aumerleに鼓舞され、王の名は
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２万の兵士に匹敵すると述べ、ここでも気の変わりやすさを表している。
　次にScroopeが登場し、“More health and happiness betide my liege / Than can my care－
turned tongue deliver him.”（3. 2. 91－92）と状況の悪い報告を心配しながら伝えようとすると、
Richardは“They ［our subjects］ break their faith to God as wel as us. / Cry woe, destruction, 
ruin and decay. / The worst is death, and death wil have his day.”（3. 2. 101－103）と述べてい
る。ここでは、Richardは最悪の想定をしているかのようにも取れるが、王は気まぐれで次々変
わるため確約はできないが、人間だれでも死は避けられないと死の平等性に言及している。また
Richardは、詩的才能はあるが苦境に陥ると弱く実践的ではないタイプで、その意味ではAntony
に類似していると言えよう。これに続き次のようにScroopeにより、さらに悪い戦況が告げられ
る。
 Glad am I that your highness is so armed
To bear the tidings of calamity.
Like an unseasonable stormy day 
Which makes the silver rivers drown their shores
As if the world were al dissolved to tears,
So high above his limits swels the rage 
Of Bulingbrook, covering your fearful land
With hard bright steel and hearts harder than steel.
Whitebeards have armed their thin and hairless scalps
Against thy majesty, boys with women’s voices
Strive to speak big, and clap their female joints
In stif unwieldy arms against thy crown.
Thy very beadsmen learn to bend their bows
Of double－fatal yew against thy state.
Yea, distaf women manage rusty bils
Against thy seat. Both young and old rebel
And al goes worse than I have power to tel.
      （3. 2. 104－20）
王の死を覚悟した台詞に対して、Scroopeはその覚悟を嬉しく思うと、さらにアイロニカルな台
詞を述べている。この頃ちょうど政治が中央集権化してきたのと同様に、王としての能力を持た
ない、あるいは無能な王の失策に対して非難する議会の力の台頭や個人の権利を表象する動きが
台詞の中にも見られる。12 それをScroopeはたけり狂うBulingbrookの勢力は高波となってその領
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域を超え、おびえる陛下の領土を、固い鋼鉄と鋼鉄よりもさらに固い人の心をもって覆いつくし
ていると表現している。さらに、老人、少年、祈祷師、女性まで、王座めがけて老若こぞって反
逆し、事態は悪化する一方であるとも述べられている。前出の庭師の台詞もこれに該当すると言
えよう。続いて、王の取り巻きの廷臣たちの状況を尋ねる王に対して、Scroopeと王は次のよう
にやり取りをしている。
SCROOPE Peace have they made with him indeed, my lord.
RICHARD Oh vilains, vipers, damned without redemption! 　
 Dogs, easily won to fawn on any man!
 Snakes in my heart blood warmed, that sting my heart!
 Three Judases, each one thrice worse than Judas!
 Would they make peace? Terrible hel
 Make war upon their spotted souls for this!
SCROOPE Sweet love I see, changing his property,
 Turns to the sourest and most deadly hate.
 Again uncurse their souls. Their peace is made
 With heads and not with hands. Those whom you curse
 Have felt the worst of death’s destroying wound
 And lie ful low, graved in the holow ground.
  （3. 2. 128－40）
Scroopeの報告により次第に、GreenもBushyもWiltshire伯も首をはねられ、亡くなった様が伝え
られるが、廷臣たちが身の平安を得たとの報告に、王を裏切ってBulingbrookのもとへ走ったと
勘違いしたRichardはユダの例えを使い、激しく彼らをなじる。彼らが身の平安を得たのは、敵
方に手を差し伸べてではなく、首を差し出してであり、今王によって呪われた者たちは、死の打
撃を受けて、うつろな墓穴に横たわり、死によって身の平安を得られるという中世的死生観を
Scroopeは表している。
　口では罵りながらも、頼りにしていた廷臣たちの死の知らせを受けて、Richardは執行人を選
んで、遺言を相談することを考えるが、政体を失い、それも無駄でRichardがこの世に残す遺産
は廃位させられた王の遺骸のほか何もなく、自分のものと呼びうるのは、死あるのみ、あとはせ
いぜい骨を覆い包んでくれる小さな塚しかあるまいという認識に至る。王は次のように歴代の王
についての思いをめぐらしている。
For God’s sake let us sit upon the ground
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And tel sad stories of the death of kings,
How some have been deposed, some slain in war, 
Some haunted by the ghosts they have deposed,
Some poisoned by their wives, some sleeping kiled,
Al murdered. For within the holow crown 
That rounds the mortal temples of a king
Keeps Death his court, and there the antic sits
Scofing his state and grinning at his pomp,
Alowing him a breath, a little scene
To monarchies, be feared and kil with looks, 
Infusing him with self and vain conceit
As if this flesh which wals about our life
Were brass impregnable, and humoured thus
Comes at the last and with a little pin
Bores through his castle wal and farewel king!
Cover your heads, and mock not flesh and blood
With solemn reverence. Throw away respect,
Tradition, form and ceremonious duty,
For you have but mistook me al this while.
I live with bread like you, feel want,
Taste grief, need friends. Subjected thus,
How can you say to me I am a king?
  （3. 2. 155－77）
Richardは歴代の殺害された王たちの悲しい物語について思いを馳せ、死すべき人間にすぎぬ王
のこめかみを取り巻いている王冠の中では、死神という道化師が支配権を握っており、王の栄光
をあざわらい、つかの間の時を与えて一幕芝居を演じさせると考えている。これ以降、Richard
は自らの死生観を表現すべく、彼独自の死生観を自作自演のメタシアター的演劇で表現していく。
王がむなしい自惚れにふくれあがっていると、死神は小さな針の一刺しでその城壁に穴を開け、
王よ、さらばというようについにやって来るとRichardは一人芝居を始める。今までは、神に認
められた存在として、王の威光を信じてそのようにふるまってきたRichardであったが、王も死
すべき人間であることを認め、臣下同様、パンを食べて生き、飢えを感じ、悲しみを味わい、友
を必要とする、このように欲望の臣下となった自分がどうして王であると言えるのかと論じ、演
じつつLearのような王も憐れな、パンを食べて生きる１人の人間にすぎないという人間宣言の
認識に至る。この憐れな王の神性を否定する行動を見かねて、Carlisle司教は“My Lord, wise 
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men ne’er sit and wail their woes, / But presently prevent the ways to wail.”（3. 2. 178－79）と
苦言を呈し、さらに王の惨状に対して“No worse can to fight, / And fight and die is death 
destroying death / Where fearing dying pays death servile breath.”（3. 2. 183－85）と進言す
る。この台詞には、王は神性を保つべきという司教の冷ややかな視点とCarlisleの死生観が反映
されている。戦って死ぬことは、死という手段によって死を滅ぼすことという司教の信条は、
Antonyのように、見事に死んで歴史に名を残す死生観と類似していると言えよう。しかし、
Richardはある意味優柔不断でなかなかそこへは至らない。ScroopeよりYork公がBulingbrookと
合体した知らせを聞くと、“Go to Flint Castle, there I’l pine away. / A king, woe’s slave, shal 
kingly woe obey.”（3. 2. 209－10）と屈折した心理を述べる。不幸の奴隷となった王が王者らし
く不幸に服従し、思いやつれて死ぬというのは、Richardの死生観でもあり、今後の王の姿の予
示でもあるが、死によって何者でもなくなり、政体も何もかも捨てなくてはならないことを認識
しつつも、王という立場を捨てきれないのがRichardであり、彼には後継者、子供もいないのは、
Macbeth同様である。王者らしく不幸に服従しようと言いつつも、断ち切れぬ王権への思いが優
柔不断にRichardの意識をくるくると変えてしまう。YorkがBulingbrook側についたことで、戦
うほどの兵力が手元にないことを認識したRichardは、王に従っていた兵を解散させ、朝日と輝
くBulingbrookのもとへ行かせてやることにする。
　フリント城の前で、Bulingbrook、YorkとNorthumberlandが従者たちおよび軍勢を引き連れ
て、軍旗を掲げ、軍鼓とともに登場する。Bulingbrookは初め、Northumberlandを通じて、追放
宣言の撤回と、没収された所領の無条件返還を認め願いたい旨を王Richardにここに参った理由
として挙げている。Northumberlandその他が城壁の前に行き、Bulingbrookは城の崩れはてた胸
壁から軍の威容が見てとれるように行進を続けていると、城壁の上にRichardがCarlisle司教や一
同とともに姿を見せる。Yorkは“Yet looks he like a king. Behold, his eye, / As bright as is 
the eagle’s, lightens forth / Controling majesty.”（3. 3. 68－70）と黙劇風に、皮肉にもRichard
の外見の威厳とその容貌の王者然とした美しい様子を描写し、Richardの内面の弱さと政治的脆
弱さを想起させる。さらに、Yorkは続けて“Alack, alack for woe / That any harm should 
stain so fair a show.”（3. 3. 70－71）と原因の一端は自らが見限ったことにあるのに、王の威光が
汚されることを予示して嘆いている。David M. BergeronはRichardを無礼講、祝祭の王と見立
て、王のイメージと無礼講の王との矛盾をYorkが強調していると述べている。13 
Northumberlandが跪くことをしないのにあきれはてながら、Richardは“For wel we know no 
hand of blood and bone / Can gripe the sacred handle of our sceptre, / Unless he do profane, 
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steal or usurp.”（3. 3. 79－81）とまだ王権神授説を強調する。NorthumberlandよりBulingbrook
の正当の王族としてのもろもろの権利の回復がこの謁見の目的であることを告げられると、王は、
従弟Bulingbrookの帰国を喜んで迎え、彼の正当な要求を、異議をさしはさむことなく容認する。
このフリント城におけるBulingbrookの権利回復を迫る場面において、Holinshedでは、
Northumberlandは、議会を招集することを申し出ているが、Shakespeareの作品では、Richard
がBulingbrookの軍力に威嚇されたかのような演劇的側面に焦点が当てられている。14 王は
Northumberlandが立ち去ると、気が変わり、彼を呼び戻し謀反人に挑戦の言葉を投げつけ、
戦って死のうかと、Aumerleに声をかけるが、却下される。NorthumberlandがBulingbrookのも
とから戻るとRichardは動揺して、次のように述べる。
 What must the king do now? Must he submit?
The king shal do it. Must he be deposed?
The king shal be contented. Must he lose
The name of king? A God’s name let it go.
I’l give my jewels for a set of beads,
My gorgeous palace for a hermitage,
My gay apparel for an almsman’s gown,
My figured goblets for a dish of wood,
My sceptre for a palmer’s walking staf,
My subjects for a pair of carvèd saints,
And my large kingdom for a little grave,
A little, little grave, an obscure grave.
Or I’l be buried in the king’s highway,
Some way of common trade, where subjects’ feet
May hourly trample on their sovereign’s head;
For on my heart they tread now whilst I live,
And buried once, why not upon my head?
 （3. 3. 143－60）
RichardはBulingbrookの追放宣言の撤回と土地、財産などもろもろの正当な権利回復を認めた段
階で、従弟の勢力が莫大なものとなり、自らは退位しなくてはならないことは、薄々分かってい
るものの、神の名において王の名を捨てようと言っているのに、気持ちは王の名に執着してしま
う。何度も王の名を口に出しながら、自分の大きな王国を小さな、名も知れぬ墓に変え、国王行
幸の大通りに、人々が行きかうにぎやかな街路に自分が埋められ、臣下の足が主君の頭を踏みつ
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けるさかさまの世界を想像し、その想像の世界に浸ってしまう。大王国を小さな墓に変えて、そ
こを臣下が踏みつけるのは、Richardにとっての空想の世界での自虐的な自身の死のイメージで
ある。Bulingbrookは当初自分の権利回復だけを求めると言っているが、これが認められた段階
で、兵力に加えて名目、および経済的基盤が確立してしまうがゆえに、Bulingbrookに王権がい
つの間にか付随してくることとなり、それがMachiaveli的Bulingbrookのしたたかさであると言
えよう。
　Northumberlandに促されるままに、城の下の庭でBulingbrookと謁見賜るようにと言われ、王
は裁きの庭へと降りていき、Bulingbrookと次のように、対面する。
BULLINGBROOK My gracious lord, I come but for mine own.
RICHARD Your own is yours and I am yours and al.
BULLINGBROOK So far be mine, my most redoubted lord, 
 As my true service shal deserve your love.
RICHARD Wel you deserve. They wel deserve to have
 That know the strong’st and surest way to get.
 Uncle, give me your hands. Nay, dry your eyes.
 Tears show their love but want their remedies. 
 Cousin, I am too young to be your father,
 Though you are old enough to be my heir.
 What you wil have I’l give, and wiling too,
 For do we must what force wil have us do.
 Set on towards London, cousin, is it so?
BULLINGBROOK Yea, my good lord.
RICHARD　　　　　　　　　　　　Then I must not say so.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flourish. Exeunt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3. 3. 195－208）
王が城の胸壁から下の庭へかつては謀反人とした者の呼び出しにより降りていく様と王のこれか
らの廃位とが視覚的に投影された場面となる。王はBulingbrookから自分のものをいただきに来
ただけであると言われると、その権利をあっさりと容認し、自分も、その他の一切も
Bulingbrookのものであると自虐的に答えている。忠勤が御心にかなうならば、主君として私の
ものと言えるという慇懃無礼な誘導にも、力づくで求められれば与えるほかないのだからと、
Richardは自らの無力も容認し、自分からロンドン塔行きを切り出し、断わることができない状
態となる。
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５．廃位の場
　第４幕第１場で、議会を開くべく、ウエストミンスター大会堂の議会場にBulingbrook、
Aumerle、Northumberland、Percy、Fitzwater、Surrey、Carlisle司教、Westminster修道院長や
貴族たちが登場し、伝令官と役人たちがBagotを引き連れて登場する。15 この場では、Gloucester
公の死に関して、非業の最後に直接手を下したのは誰かについてBagotの知っていることが尋問
される。BagotとFitzwater、PercyがAumerleを訴え、SurreyがFitzwaterの言葉が偽りであると
証言し、貴族たちは決闘の手袋を投げる。AumerleがNorfolkについて言及すると、Carlisle司教
よりNorfolkのキリスト教徒としての名誉ある死が語られる。Bulingbrookは“Sweet peace 
conduct his sweet soul to the bosom / Of good old Abraham.”（4. 1. 103－04）とNorfolkに対し
て、敵ではあったが許し、美しい平和が彼の美しい魂をアブラハムの胸に送り届けてくれるよう
にと祈り、この台詞はBulingbrookの死生観を表している。さらにBulingbrookは告訴された諸
侯の争いについては自分の手にあずかりおき、いずれ立ち合いの日を決めると述べ、前半の
Richardと似たような扱いをして対照をなしている。そこにYorkからRichardがすすんで
Lancaster公爵を王位継承者と定め、王笏を譲り渡すとの報告がなされ、Richardがおりた王座へ
Bulingbrookが就こうとする時、Carlisle司教から次のように反論がなされる。
　　　　　　　　 Then true noblesse would
Learn him forbearance from so foul a wrong.
What subject can give sentence on his king,
And who sits here that is not Richard’s subject?
Thieves are not judged but they are by to hear
Although apparent guilt be seen in them,
And shal the figure of God’s majesty,
His captain, steward, deputy, elect, 
Anointed, crownèd, planted many years,
Be judged by subject and inferior breath
And he himself not present? Oh, forfend it, God,
That in a Christian climate souls refined
Should show so heinous, black, obscure a deed!
I speak to subjects and a subject speaks,
Stirred up by God thus boldly for his king.
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My lord of Herford here, whom you cal king,
Is a foul traitor to proud Herford’s king,
And if you crown him let me prophesy:
The blood of English shal manure the ground
And future ages groan for this foul act.　（4. 1. 119－38）
Carlisleは臣下たるものがどうして主君に宣告を下しえるのか、神の選びたもうた代理人として
聖油を塗られ、王冠をいただき、長年王座におられる方がこの座においでにならぬのに卑しい臣
下の宣告によって裁かれてよいのかと主張し、さらにこれがしこりとなって、未来はこの忌まわ
しい行為のためにうめき苦しむであろうと警鐘を鳴らしている。16 この論争はこれに続く廃位の
場の序曲となる部分であるが、Shakespeareは堕ちてゆく君主Richardの個人的な悲劇への同情だ
けでなく、国家全体の問題としてこれを扱っており、王権神授説を強調するのみならず、次の世
代も含めた長期的視野における市民の闘争の視点もここで導入している。17 Northumberlandは、
無能な王の悪政にはふれず、国王が持つ神聖な王権の肯定だけを盾に取るCarlisleの主張に対し
て、みごとに論じられたその骨折りの報いに司教を大逆罪のかどで逮捕する。ここには、国王が
誤った権利の侵害をすれば国王に対する抵抗権は個人や議会に認められるという議会や市民の闘
争に力点を置く新しい視点が表象されている。18 Northumberlandは“May it please you, lords, 
to grant the commons’ suit?”（4. 1. 154）とRichard弾劾の人民の請願を求めてよいかを
Bulingbrookに問いただし、Bulingbrookは衆人の前で王位譲渡をさせれば疑いをこうむらずに
済むとの目論見から、Richardを呼び出すことにする。19
  王としての気持ちを捨てきれないうちに王の前に呼び出されることになったRichardは動揺を
隠せずにいるが、自分の前に居並ぶ人々がかつての家臣であることに気づき、ユダの裏切りに言
及し、キリストには12人の弟子のうち１人を除いて皆忠実だったが、自分には12000の家臣のう
ち忠実な者は１人もいないと改めて認識し、“God save the king! Wil no man say Amen? / 
Am I both priest and clerk? Wel then, Amen.”（4. 1. 172－73）と言い、かつての家臣が誰も呼
応してくれないので、一人芝居を始める。続けて“God　save the king, although I be not he, 
/ And yet Amen if heaven do think him me. / To do what service am I sent for hither?”（4. 
1. 174－76）と述べ、自分は王ではないが、天が私を王とお思いくださるなら、アーメンと言お
うと述べ、未だに自分が神によって聖別された王であることに執着しながら、何故呼び出された
のかを探る。York から、お疲れになったと称され自ら申し出られたつとめ、王位、王冠を
Henry Bulingbrookへ譲るようにと促されると、次のようにRichardは王冠譲渡を執り行う。
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 Give me the crown. Here, cousin, seize the crown,
On this side my hand and on that side thine.
Now is golden crown like a deep wel
That owes two buckets, filing one another,
The emptier ever dancing in the air,
The other down, unseen and ful of water.
That bucket, down and ful of tears, am I,
Drinking my grièfs whilst you mount up on high.
 （4. 1. 181－88）
 My own crown I am, but stil my griefs are mine.
You may my glories and my state depose, 
But not my griefs. Stil am I king of those.
 （4. 1. 190－92）
Holinshedにおいては、33箇条の条項を作成し、Richardは誓約書に署名し、王の称号の放棄と臣
下の王への誓いの解除を行っているが、この場面では、専ら視覚的、演劇的に王冠と王位の譲渡
がRichardによって演じられる。劇後半のちょうど井戸の比喩の場面から２人の立場は逆転し、
Bulingbrookは寡黙になるが、対照的にRichardは饒舌になり、自らの廃位の場面を１人で取り仕
切り、演じることで、彼のいかんともしがたい思いを聴衆に直接表現する。Richardは、黄金の
王冠を深い井戸にたとえ、そこにかかってかわるがわる水を汲み上げる２つの桶で、２人の王を
表現する。一方のBulingbrookは空になって常に空中高く踊っているが、他方は底に沈んで人目
に触れず、水が一杯になって、底に沈んで悲しみを飲み、涙で一杯の桶がRichardであるとたと
えている。人目にふれず、涙で一杯の底に沈んだ桶のイメージもRichardの廃位と地位の逆転と
共に彼の死生観の表象であると言えよう。Richardはまだ王であることへの思いを断ち切れず、
栄誉、権力は譲っても、悲しみの王であると主張し、王であることに固執する。業を煮やした
Bulingbrookに王権譲渡に同意する気はあるのかと尋ねられたRichardは次のようにBulingbrook
に対して述べている。
 Aye－no. No－aye, for I must nothing be, 
Therefore no‘no’, for I resign to thee. 
Now, mark me how I wil undo myself.
I give this heavy weight from of my head
And this unwieldy sceptre from my hand,
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The pride of kingly sway from out my heart.
With mine own tears I wash away my balm;
With mine own hands I give away my crown;
With mine own tongue deny my sacred state;
With mine own breath release al duteous oaths.
Al pomp and majesty I do forswear;
My manors, rents, revenues I forgo;
My acts, decrees, and statutes I deny.
God pardon al oaths that are broke to me;
God keep al vows unbroke are made to thee.
Make me that nothing have with nothing grieved,
And thou with al pleased that hast al achieved.
Long mayst thou live in Richard’s seat to sit,
And soon lie Richard in a earthy pit.
God save King Henry, unkinged Richard says,
And send him many years of sunshine days.
 （4. 1. 200－20）
Richardは、Bulingbrookの問いに対し、煙に巻く言い回しを使いながら、自分はないも同然の身
だから王冠譲渡に同意の意思はないことはなく、王権を譲ろうと述べ、自らが取り仕切って、譲
渡の儀式を演出する。Richardは、悲しみの王として、いかに王らしく演じるかに専心する。そ
して一刻も早く墓穴の中に横たわりますようにと言っている。ここで示されている死生観は、
Antony and Cleopatraの中でAntonyを裏切ってCaesarに寝返ったことを後悔し、悲嘆のあまり
急死するEnobarbusの自虐的で屈折した死生観に類似していると言えよう。Enobarbusは“No, I 
wil go seek / Some ditch wherein to die; the foul’st best fits / My latter part of life.”（Antony 
and Cleopatra, 4. 6. 38－40）と述べ、Antony相手に戦うことはできず、最期の時と死に場所を見
つける決意をした後、肉体に命が彼の意思に反して執着していて、そのプシュケーが月の夜露の
影響を受けて離れていくととらえている。20 Northumberlandより最後に１つなすべきこととして、
今までの罪状と弾劾文を読むようにと要求されたRichardは、目が涙でいっぱいで、読もうにも
読めないとさらにNorthumberlandをはぐらかすような言い方をして、弾劾文を読むことを頑な
に拒否し、廃位によって、Richardには名も、称号も洗礼名も奪われてしまったことを強調し、
自分が今どのような顔をしているかを見たいとして鏡を所望して、次のようにやり取りをする。
BULLINGBROOK Urge not no more, my Lord Northumberland.
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NORTHUMBERLAND The commons wil not then be satisfied.
RICHARD They shal be satisfied. I’l read enough
 When I do see the very book indeed
 Where al my sins are writ, and that’s my self.
　
 　　　　　Enter one with a glass.
　
 Give me the glass and therein wil I read.
 No deeper wrinkles yet? Hath sorrow struck
 So many blows upon this face of mine
 And made no deeper wounds? Oh flattering glass,
 Like to my folowers in prosperity
 Thou dost beguile me. Was this face the face
 That every day under his household roof
 Did keep ten thousand men? Was this the face
 That like the sun did make beholders wink?
 Is this the face which faced so many folies,
 That was at last outfaced by Bulingbrook?
 A brittle glory shineth in this face.
 As brittle as the glory is the face,
　　　　　　　　　　　　　　 ［Smashes the glass.］
 For there it is, cracked in an hundred shivers.
 Mark, silent king, the moral of this sport,
 How soon my sorrow hath destroyed my face.
 　（4. 1. 270－90）
正当な王を選出する手段として、Richardの罪状と弾劾文が是非とも必要と考える
Northumberlandに対して私という、自分の罪がすべて書き記された書物を見てたっぷり読むの
で、人民も納得するはずとRichardは演劇のメタファーを使って、苦境に立たされた自身の顔を
映し出す芝居を１人演じる。Yorkが王について表現したように、Richardの容姿は依然として王
者然としており、Bulingbrookに顔をつぶされたのに、はかない栄光が輝いているのを映し出す
鏡に耐えきれなくなったRichardは、思わず鏡をたたき割り、鏡に無数の自分の影が映っている
のを見て、自身の廃位と同じように顔がつぶれる瞬間を演出し、自虐的にこの見世物の意味を私
の悲しみが私の顔を砕くのは一瞬だと解説しながら、Bulingbrookにこの見世物の意味を問うア
イロニカルで視覚的な演出となっている。この問いかけに対して、BulingbrookとRichardは次の
ように見解を示している。
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BULLINGBROOK The shadow of your sorrow hath destroyed
 The shadow of your face.
RICHARD　　　　　　　　　　　　Say that again.
 The shadow of my sorrow. Ha, let’s see.
 ’Tis very true, my grief lies al within
 And these external manners of laments
 Are merely shadows to the unseen grief
 That swels with silence in the tortured soul.
 There lies the substance; and I thank thee, king,
 For thy great bounty, that not only givest
 Me cause to wail but teachest me the way
 How to lament the cause. I’l beg one boon
 And then be gone and trouble you no more.
 Shal I obtain it?　　　　 （4. 1. 291－303）
鏡をたたき割るRichardのパフォーマンスを黙って冷ややかに見ていたBulingbrookは、あなたの
悲しみの影（暗さ）があなたの顔の影を打ち砕いたにすぎないという実利的な見解を述べる。
Richardの心に浮かぶ悲しみの苦しさが現実にはありはしない、鏡に映し出された顔の影をたた
き砕くことに意味がないことをBulingbrookは強調するのだが、Richardはこれに対して私の悲し
みはすべて心のうちにあり、このように外に現れた嘆きの表情は悲しみもがく魂の中で黙ったま
まふくれあがる目に見える悲しみの単なる影にすぎないもので、魂にこそ私の悲しみの実体があ
るという死生観をBulingbrookよりも多弁に展開する。21 この後でRichardは、Bulingbrookの見
えないところへ行かせてほしいと懇願し、一度はロンドン塔に送還される。Bulingbrookが勝ち
誇ったような政治上の展開ではあるが、Richardは言葉巧みに、Northumberlandの弾劾文を読む
ようにという要求をかわし、プライドもあり、どうしても自分の罪状を読むことはできなかった
と思われるが、こうした痛ましい見世物を演じることにより、Carlisleたち、Richardを支持する
者に謀反を起こさせる。Richardが煙に巻くような弁舌と演技で弾劾文を読むことを頑なに拒否
したことが、Bulingbrookが王位に就き、今後為政を行うのにあたり大きな障害となり、Carlisle
が指摘したように薔薇戦争の起こる発端ともなってしまうと言えよう。気まぐれで政治的力量は
ないRichardではあるが、Bulingbrookとの政治的立場が逆転する頃から、ShakespeareはRichard
に観客の焦点を集めるように描き、反面Bulingbrookは寡黙になり、Richardの悲劇性が浮き彫り
にされている。
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６．昇天
　第５幕第１場で、王妃はロンドン塔へ護送されるRichardを一目見ようとロンドン塔へ通じる
街路で待ち受けている。そこへ通りかかったRichardは王妃に“Join not with grief, fair woman, 
do not so, / To make my end too sudden.”（5. 1. 16－17）と声を掛けて、“Our holy lives must 
win a new world’s crown / Which our profane hours here have thrown down.”（5. 1. 24－25）
と述べ、夢さめて気づいてみれば、貧困と義兄弟であり、死ぬまで連れ立っていかねばならなら
ず、これまで冒涜の時を過ごして現世の王冠を失ったので、これからは信仰の日々を過ごして天
国の王冠を勝ち取らねばならないと新たな心境を明らかにする。この時点で、ようやくRichard
に取り巻きを重視し、贅沢し放題であった過去への悔恨の言葉が短いが語られ、新しい世界、天
国での栄光を望む中世キリスト教的死生観が現れている。この弱気の発言にがっかりする王妃に
Richardはいそいでフランスに帰り、尼寺にでもこもることを促して、次のように、死を目前と
し、ロンドン塔へ入場する前の心境を述べている。
RICHARD  A king of beasts indeed. If aught but beasts 
 I had been stil a happy king of men.
 Good sometime queen, prepare thee hence for France.
 Think I am dead, and that even here thou takest
 As from my deathbed thy last living leave.
 In winter’s tedious nights sit by the fire
 With good old folks, and let them tel thee tales
 Of woeful ages long ago betid,
 And ere thou bid good night, to ’quite their griefs
 Tel thou the lamentable tale of me
 And send the hearers weeping to their beds.
 For why! the senseless brands wil sympathise
 The heavy accent of thy moving tongue,
 And in compassion weep the fire out,
 And some wil mourn in ashes, some coal black,
 For the deposing of a rightful king.　（5. 1. 35－54）
自身の冒涜の日々については悔恨の言葉をのべていたRichardであったが、Bulingbrook達に対し
ては、やつらが獣でなければ、私は幸せな人間の王であったのにと述べ、自分のことは死んだも
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のと思って、ここで臨終の床にある彼に最期の別れを告げるのだと思ってほしいと述べている。
そして、その物語を王妃にフランスで退屈な冬の夜長に老人たちを相手に、Richardの憐れな身
の上を話してほしいと頼んでいる。異国で老人たちが正当な王位を奪われた者のために泣いてく
れることを期待して、あくまでも自らが「廃位させられた正当な王」であることにこだわり、強
調し、観客に哀れみをいだかせている。
　自分の死に直面し、その一部始終を他者に伝えるように頼む例としては、Hamletが挙げられ
るが、Hamletは息絶える前に次のように語り、昇天する。22
HAMLET　　　　　　　　　　O, I die, Horatio. 
 The potent poison quite o’ercrows my spirit,
 I cannot live to hear the news from England,
 But I do prophesy th’election lights
 On Fortinbras: he has my dying voice.
 So tel him with th’occurrents more and less
 Which have solicited. ― The rest is silence. ［Dies.］
      （Hamlet 5. 2. 336－45）
Hamletは今際の際の遺言として、デンマークの新しい王にFortinbrasを指名し、ここに至ったい
きさつもHoratioに託して、もう何も言うことはないと覚悟を決めて、息絶える。Hamletの場合
は、最期の時までにさまざまな苦しみ、熟慮をへて、覚悟をもって最期の時を迎えるが、
RichardにはHamletほどの深い熟慮や哲学はなく、なかなかそこへ至らない。Hamletは事の一部
始終の語り部として学者のHoratioを指定するが、Richardは廃位させられた王の王妃という身分
の弱い者に、異国で老人たちを集めて自分の廃位の話を語るように依頼し、そこには屈折した脆
弱で自虐的な思いが潜んでいる。
　Bulingbrookの気が変わり、ロンドン塔からポンフレット城に移送されたRichardは牢獄に１人
入り、なぐさみに次のように一人芝居をしている。
Thus play I in one person many people, 
And none contented. Sometimes am I king,
Then treasons make me wish myself a beggar,
And so I am. Then crushing penury
Persuades me I was better when a king,
Then am I kinged again, and by and by
Think that I am unkinged by Bulingbrook,
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And straight am nothing. But whate’er I be
Nor I nor any man that but man is
With nothing shal be pleased til he be eased
With being nothing.
　　　　　　　The music plays.
　　　　　　　　  Music do I hear?
Ha, ha, keep time! How sour sweet music is
When time is broke and no proportion kept.
So is it in the music of men’s lives.
And here have I the daintiness of ear
To check time broke in a disordered string,
But for the concord of my state and time
Had not an ear to hear my true time broke.
I wasted time and now doth time waste me,
For now hath time made me his numbering clock.
   （5. 5. 31－50）
Richardは牢獄の中でたった１人なので、牢獄を世界にたとえようといろいろ考えをめぐらし、
どうもうまくいかないため、一人芝居を演じることに専念するが、１人で大勢の人間を演じても、
どの役にも満足することができない。時には王になり、謀反にあって乞食になり、貧窮に打ちひ
しがれて、王である方がましだと思い、王になるが、Bulingbrookに王位を奪われて、何者でも
なくなってしまう。外面的な悲しみを否定し、内面の魂の悲しみにこそ実体があるという認識ま
でたどりついたRichardであったが、二項対立的な両極の役を自作自演して、何者にも満足でき
ないうちに、調子の狂った音楽が聞こえてくる。この音楽はおそらく弦楽器のリュートであると
考えられるが、音楽は一体何を意味するのであろうか。23 RichardはHamletのように演劇のメタ
ファーで自らの死生観を表現し始める。何者でもなくなるまで、つまり死が訪れるまで私は満足
しないと言い、彼の台詞は現実の死を先見し、予知している。弦が乱れ調子がはずれるのを聞き
とがめるほどいい耳をもつのに、国の政治にかけては狂った調子を聞き分ける耳がなかったこと
にようやく気付く。そのため調子が乱れ時を浪費したため、時がいま彼を浪費し、時を数えさせ
ていると時の比喩で、新たな認識に至っている。そしてさらに時のイメージについて、次のよう
に述べている。
　　　　　　　　　　　　　　 But my time
Runs posting on in Bulingbrook’s proud joy
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While I stand fooling here, his Jack of the clock.
This music mads me. Let it should no more,
For though it have holp madmen to their wits
In me it seems it wil make wise men mad.
Yet blessing on his heart that gives it me,
For ’tis a sign of love, and love to Richard
Is a strange brooch in this al－hating world.　（5. 5. 58－66）
60行目の“Jack of the clock”は昔の大時計で１時間または15分毎に木づちで鐘をたたき時を知
らせる自動人形のことである。24 時を浪費したために時計となり、時を数えるイメージが続く
Richardは、自分の時はBulingbrookの喜びを乗せて走り去る、時計の鐘をたたく自動人形のよう
に突っ立つようだと述べている。調子の乱れた音楽のおかげで気が変になり、その幻聴を正気の
者を気ちがいにするとしか思えないと形容しながらも、あの音楽を聞かせてくれる方の心はあり
がたい、そこに愛のあるしるしととらえ、Richardへの愛は憎悪に満ちたこの世にあっては、比
類のない宝石と述べて、新たな局面を迎える準備がようやくできたと言えよう。Richardの孤独
といよいよ最後の局面が近づいていることを、こうした時の比喩と調子の乱れた音楽は暗示して
いる。次に、Richardの栗毛のバーバリー馬の世話をしていた馬丁と話をした後、牢番は食物の
皿を持って登場するが、Extonの命令でいつものようには毒見をしてくれない。これにRichard
が我慢ならず牢番に手をあげると、次のように、Extonと従者たち、殺人者が武器を持って押し
入る。
RICHARD  How now! What means death in this rude assault?  
 Vilain, thy own hand yields thy death’s instrument.
 Go thou and fil another room in hel.
 　　　 Here Exton strikes him down.
 That hand shal burn in never－quenching fire
 That staggers thus my person. Exton, thy fierce hand
 Hath with the king’s blood stained the king’s own land.
 Mount, mount my soul. Thy seat is up on high
 Whilst my gross flesh sinks downward, here to die. ［Dies.］
         　　  （5. 5. 105－12）
Richardは牢獄で保身のためにExtonの従者を２人手にかけるが、Extonによって、打ち倒される。
最期の時を迎えたRichardはExtonに王たる私を倒したその手は永劫に燃え続ける炎でやけただ
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れるであろうと述べ、最期の時は、王たる身分、王の聖体を再び主張する。25 Richardは魂にこそ
存在があるという結論に至っていたように、魂にお前の座は天上にあると昇天を呼びかけ、卑し
い肉体は地上に沈むことになると述べて、死はこの世の苦しみから放ってくれるものという中世
的死生観を表象している。王という聖体と政体を持つ存在であることから、廃位によって名を失
うと、地位、身分も命そのものさえ失わざるをえない境遇を、王の血統を信じ、聖体であること
にプライドをもったまま、息絶える。それと同時にExtonに王の血で王国を汚すことの罪の意識
を強調して、自らの政治的脆弱さや欠点には触れずに昇天することで、観客にRichardの悲劇を
印象づけている。しかし、RichardにはHamletのような、スケープゴート的王の死という偉大さ
は持ちえない。Extonは、私にはあの恐怖をとりのぞいてくれる友はいないのかという
Bulingbrookの言葉を忖度して、この行為に及んだのであるが、この国王弑逆という重苦しい罪
の意識はExtonにもBulingbrookにもずっと付きまとうこととなる。
７．この論考のまとめ
　Richardの対極にあるBulingbrookの死生観・政治理念について、先にまとめておこう。
Bulingbrookは、国外追放になった時、友人に対して言葉を惜しみ、別れを告げるには言葉はい
くらあっても足りず、舌は悲しみを吐き出すだけで精いっぱいで、しゃべる暇はないと述べ、
Richardのように、自分の境遇を自虐的に表現したりはしない。また、Gauntから艱難汝を玉に
すと諭されると、“Where’er I wander, boast of this I can, / Though banished, yet a true born 
Englishman.”（1. 3. 307－08）と述べ、どんなことがあっても、足を大地につけ、誇りをもって
這い上がる意思の強さを表しており、Richardのようにいたずらに困難を嘆くことはせず、むし
ろ寡黙に着々と時期を待って巻き返すだけの知力と政治力、人望のある、ルネッサンス的思想を
もった人物である。政治理念についても、国王が誤った行動をすれば、国王に対する抵抗権は認
められるとする考えで、RichardがBulingbrookの相続権や財産を不当に奪ったことに対して、臣
下だから国法に訴えるが、代理人を立てることを拒否されるので、やむをえず、自分自身で正当
な嫡子としての遺産相続を要求し、王への廃位要求にまで至っている。つまり、Bulingbrookは、
Richardのように王権神授説を前面に出した政治理念ではなく、もっと合法的で合理的であり、
議会における王の位置に近づいた理念であると言えよう。そのため、自らの戴冠に至る過程にも、
Richardによる衆目での罪状と弾劾文を読むことが必要だったのであり、Richardはあらゆる演技
King Richard II におけるShakespeareの死生観
をして、これを回避することが必要だったと言える。
　Richardをとりまく廷臣たちは、Gauntも含めて、この世の現実は厳しくとも天国に救いがあ
るとする中世キリスト教的死生観を持ち、王妃も宗教観としては同様であるが、現実に対する鋭
い認識やふるまい方としては、Bulingbrookに近く、現実を冷静に把握し、直観できる地に足の
ついた人物である。
　これに対して、Richardは拠り所とする理念は王権神授説であり、天上に救いがあり、魂が昇
天することを信じている中世キリスト教的死生観を持っているが、プロットが進み、廃位の場に
至るにつれて、言葉をもてあそび、Machiaveli的に煙に巻くような表現で相手の要求をかわした
り、Enobarbusのような自虐的で屈折した死生観も表現する。政治に関しても、認識は浅いが、
自らの政治上の過失を認め、王の身分を離れ、何者でもないものになって、新たな局面を迎える。
Extonたちの襲撃に対して、呪いの言葉をかけ、王の聖体を主張し、王の血で王の土地を汚した
ことを諫めて息を引き取るのであり、改悛して殉教者のように昇天するわけではない。新しい世
界での王冠を望みながらも、現世に執着のあるルネサンス的思考がRichardの台詞に表象されて
いると言える。政治理念的にも、中世からルネッサンスにかけて、権力の中心化が進み、専制君
主化して取り巻きたちを重要視し、贅沢し放題のRichardの宮廷では資金調達がうまくゆかなく
なり、これへの批判として、抵抗勢力や言論の力を重視した議会における王を求める動きに対応
できなくなったRichardの悲劇が表象されていると言えよう。ぐずぐずと恨みを言い、現状に納
得していないRichardであるが、その自虐的な芝居によって観客の哀れみを買い、王権が逆転す
ると同時に、観客の共感はBulingbrookからRichardへと移行する。廃位の場で、Bulingbrookと
の立場が逆転してから、芝居の中ではRichardが演出も含めて仕切ることとなり、聖別された国
王の概念をくつがえした議会、議論における国王としてのBulingbrookの政策、試みは、Richard
の演技によって空洞化してしまう。理論で押していけば、血筋からも王位を継ぐことに異論のな
いBulingbrookであるが、Extonによる国王弑逆を示唆した罪の意識と暗い影は、Richardの演出
によって、Bulingbrookに重くのしかかってくる。BergeronはShakespeareの作品における革新
的な読みとして、ルネッサンス芸術のテキストの中での変容を導く協働的特質を強調し、
ShakespeareはRichardの外見を1603年以降に加筆したと述べている。26 廃位の場が挿入されたの
が第４四折版の1608年であるので、この劇の中世的視点からエリザベス朝を経てジェイムズ朝へ
と移行する作品特質は、Hamlet執筆時期とみなされている1600年前後のShakespeare後期の作品
気質に近いものであると考えられる。27 Shakespeareは、この作品の中で中世的死生観にルネッ
サンスの懐疑主義的な視点を導入した。最終場でBulingbrookは罪の手から血を清めるための罪
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滅ぼしの十字軍遠征への誓いを立てる。RichardはGloucester殺しを認めていないが、
Bulingbrookは国王弑逆の意図があったことを認めた上での十字軍参加の誓いとなっている。こ
の誓いにはHenry４世の王位に対する反対を緩和するための政治的偽善も含まれているが、この
誓いによって芝居の構造はバランスをとり、国王弑逆の重苦しさは多少遠景化されるとともに、
四部作の次の作品への予期的表示となる。King Richard IIは、登場人物の死生観や演劇的メタ
ファー、政治理念を展開して、Shakespeare後期の劇に移行する懐疑主義的な暗い要素の可能性
を探った両面価値的で様式化されたRichardの悲劇なのである。
注
１．本稿でのKing Richard Iの引用は全て、Andrew Gurr（ed.）, The New Cambridge Shakespeare: 
King Richard II（Cambridge: Cambridge Univ. Press, 1984）を用いた。
２．本稿でのMacbethの参照、引用は全て、Kenneth Muir（ed.）, The Arden Shakespeare: Macbeth
（London: Methuen,1591; rpt. 1997）を用いた。
３．本稿でのAntony and Cleopatraの参照、引用は全て、John Wilders（ed.）, The Arden Shakespeare: 
Antony and Cleopatra（London: Routledge, 1995）を用いた。
 Cf. Gurr, p. 22; Stanley Wels（ed.）, The New Penguin Shakespeare: Richard II（London: 
Penguin Books, 1969），p. 166, notes, l. 100.
５．拙論「King Richard IIにおける特異性」，『埼玉女子短期大学研究紀要』第34号，埼玉女子短期
大学，2016年９月，p. 105．
６．Cf. Edna Zwick Boris, Shakespeare’s English Kings, the People, and the Law: A Study in the 
Relationship between the Tudor Constitution and the English History Plays（New Jersey: 
Associated Univ. Press, 1974），pp. 193－94; Theodore F. T. Plucknett（ed.）, Taswel－Langmead’s 
English Constitutional History: From the Teutonic Conquest to the Present Time, Eleventh 
Edition（London: Sweet and Maxwel, 1960），pp. 493－97.
７．Coppélia Kahn, “The Shadow of the Male,” in New Casebooks Shakespeare’s History Plays: 
Richard II to Henry V, ed. Graham Holderness （London: Macmilan, 1992），p. 75.
８．Kahn, p. 77.
９．Catherine Belsey, “Making Histories,”in New Casebooks Shakespeare’s History Plays: Richard 
II to Henry V, ed. Graham Holderness （London: Macmilan, 1992），p. 112.
10．Cf. Gurr, p. 99, notes, l. 18.
11．Cf. Gerald M. Pinciss and Roger Lockyer, Shakespeare’s World: Background Readings in the 
４．
King Richard II におけるShakespeareの死生観
English Renaissance（New York: Continuum, 1989），pp. 121－22, 132.
12．Cf. Plucknett, pp. 158, 167－68．Edward３世の治世には個人の権利や議会の力が認められていたが、
Richard２世の治世において、これと逆行する動きがあった。
13．David M. Bergeron，“Richard II and Carnival Politics,” Shakespeare Quarterly, 42 （1991）, p. 37. 
14．Cf．Geofrey Bulough（ed.），Narrative and Dramatic Sources of Shakespeare（London: Routledge 
and Kegan Paul, 1960），III, pp. 402.
15．Cf．Peter Ure（ed.）, The Arden Shakespeare: King Richard I（London: Methuen，1956），p. 124; 
Wels, p. 234.
16．Cf. Pinciss and Lockyer, p. 121.
17．Cf. Charles R. Forker（ed.），The Arden Shakespeare: King Richard I（London: Thomson Learning, 
2002），p. 387, notes, l. 115－50.
18．Cf. Pinciss and Lockyer, p. 132.
19．Cf. Bulough, pp. 405－08; Gurr, p. 144, notes, l. 179
20．拙論「HamletとAntony and CleopatraにおけるShakespeareの死生観」，『埼玉女子短期大学研
究紀要』第28号，埼玉女子短期大学, 2013年９月, pp. 77－78.
21．Cf. Forker, p. 441, notes, l. 299.
22．本 稿 で のHamletの 参 照、引 用 は 全 て、Ann Thompson and Neil Taylor（eds.）, The Arden 
Shakespeare: Hamlet（London: Thomson Learning, 2006）を用いた。
23．Cf. Forker, p. 464, l. 41.
24．Cf. Forker, p. 467, l. 60; Ure. p. 172, l. 60.
25．Cf. Forker, p. 474, l. 109.
26．Bergeron, pp. 41－42.
27．Hamletの創作年代については困難な煩雑さがつきまとい、批評家によってさまざまであるが、
Chambersの推定するように、1600－01年前後と見るのが一般的である。Cf. E. K. Chambers, 
Wiliam Shakespeare: A Study of Facts and Problems（Oxford: Oxford Univ. Press, 1930）, I, pp.
 243－74; Harold Jenkins（ed.）, The New Arden Shakespeare: Hamlet（London: Methuen, 1982）, 
p. 13; Philip Edwards（ed.）, The New Cambridge Shakespeare: Hamlet（Cambridge: 
Cambridge Univ. Press, 1985）, pp. 77－78; Thompson and Taylor, p. 46; E. A. J. Honigmann, The 
Date of Hamlet,” Shakespeare Survey, 9（1956）, p. 32．
－103－
